
第
十
∴
二
巻
　
　
　
研
…
究
の
栞
　
　
　
織
M
太
本
口
澱
…
築
…
研
究
の
栞
（
骨
山
ハ
）

第
二
號

五
〇
　
（
一
　
三
〇
）

厨
究
の
柔

目
本
古
建
築
「
研
究
の
栞
（
第
二
十
山
ハ
回
）

天
　
　
沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
二
幣
軸
（
上
）

　
幣
軸
ζ
は
、
普
蓮
落
雪
建
築
出
入
ロ
の
左
右
（
例
へ
ば
第
二
〇
九
岡
）

叉
は
左
奮
上
方
（
忠
言
ご
を
廻
っ
て
み
る
所
の
四

角
、
切
面
、
或
は
唐
戸
面
の
機
な
繰
形
を
も
つ
た
木
の
名

で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
に
装
飾
の
た
め
に
あ
る
の
で
、
構
造

上
に
は
支
輪
ご
同
じ
様
に
ま
る
で
役
に
立
っ
て
る
な
い
。

爾
ほ
こ
れ
は
唐
襟
ご
天
竺
機
ご
に
は
な
い
。

　
室
町
時
代
に
和
唐
折
衷
式
が
隆
盛
で
あ
っ
た
頃
に
は
、

ま
だ
夫
程
で
な
か
っ
た
こ
思
ふ
が
、
桃
由
に
な
る
ご
大
分

様
式
は
混
濡
し
て
し
ま
っ
た
、
江
戸
は
猶
更
さ
う
で
あ
っ

た
こ
ご
は
改
め
て
述
べ
る
迄
も
な
い
。
從
て
淺
唐
戸
等
も

板
唐
戸
よ
り
賑
で
あ
る
ご
こ
ろ
か
ら
、
前
者
の
方
が
後
者

よ
り
も
籐
計
用
ひ
ら
れ
た
こ
ご
も
、
既
に
記
し
た
こ
こ
ろ

で
あ
る
（
第
十
一
巷
第
四
號
第
；
＝
頁
上
段
及
同
第
＝
ニ
ニ
買
上
段
）
。
だ
か
ら
払
ん
な
場
合

に
は
幣
軸
を
廻
ら
し
な
が
ら
極
唐
戸
を
吊
り
込
ん
で
み
る

の
で
あ
る
（
京
都
高
盗
寺
璽
屋
・
束
京
布
外
池
上
本
門
寺
塔
婆
）
。
葦
戸
其
物
は
い
ふ
迄

も
な
く
和
学
で
は
な
い
が
、
標
式
混
濡
後
だ
か
ら
、
か
う

い
ふ
の
が
あ
っ
て
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
。



幣
軸
の
大
部
分
．
殊
に
餐
以
後
の
は
．
連
子
窓
（
轡

の
権
叉
は
淺
唐
戸
の
面
の
う
ち
、
唐
戸
面
に
似
π
一
種
の

き
ま
b
き
っ
た
繰
形
を
も
つ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
其
形

に
ご
種
あ
っ
て
、
甲
は
片
方
に
丈
け
出
元
ε
こ
ろ
が
あ
b

（
第
一
九
山
ハ
●
二
〇
四
・
ご
〇
五
罰
）
、
乙
は
雨
方
が
で
て
み
る
（
肇
舞
ヒ
九
）

の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
甲
は
、
準
安
時
代
ま
で
の
標
で
あ

る
が
、
乙
は
永
く
つ
や
き
現
代
迄
さ
う
で
あ
る
、
恐
ら
ぐ

は
こ
れ
か
ら
さ
き
永
久
に
さ
う
で
あ
ら
う
。

　
柱
の
爾
方
に
出
入
ロ
が
あ
る
場
合
（
第
二
唱
○
圖
の
如
き
）
、
時
ε
し

て
は
、
幣
軸
が
相
互
に
近
接
し
て
か
る
だ
め
、
柱
は
其
極

く
「
少
部
分
が
問
か
ら
、
見
え
て
み
る
か
ら
、
二
つ
の
幣

軸
が
柱
の
如
く
、
ほ
ん
こ
う
の
柱
は
斯
様
に
し
て
形
づ
く

ら
れ
た
溝
の
底
の
聖
見
え
る
誓
あ
る
（
中
象
寺
金
色
堂
）
。

　
図
建
築
字
彙
團
に
は

　
紳
証
ナ
ド
ノ
板
唐
月
ノ
周
圃
ニ
ァ
ル
繰
形
付
ノ
化
粧
木

　
ニ
シ
テ
即
チ
一
種
ノ
額
縁
ナ
リ
倣
痴
愚
ト
一
扉
ト
ノ
間
ニ
ハ

　
必
ズ
方
立
ア
ル
コ
ト
圖
ノ
如
シ
（
罵
略
）

　
　
　
第
二
丁
三
谷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
月
H
本
古
建
築
硯
究
の
一
栞
（
賢
山
ハ
）

ご
あ
る
。
併
し
な
が
ら
板
唐
戸
に
必
ず
あ
る
ざ
は
限
ら
な

い
で
、
な
い
ご
き
も
可
な
り
あ
る
（
實
例
多
し
）
。
な
い
妄
は

扉
軸
摺
の
孔
は
上
下
共
々
底
魚
に
あ
け
て
あ
る
。
同
時
に

ま
た
板
唐
戸
に
限
っ
た
こ
ビ
は
な
い
の
で
、
零
下
芦
に
も

用
ひ
て
み
る
ざ
き
が
あ
る
（
實
馬
前
揖
）
。

　
例
へ
ば
豊
後
富
貴
寺
講
堂
正
面
中
央
出
入
ロ
、
山
城
浄

瑠
璃
寺
本
堂
側
面
出
入
ロ
の
標
に
、
方
柱
又
は
圓
柱
の
次

に
小
脇
朋
目
が
あ
り
、
其
次
に
角
柱
を
た
て
、
あ
ご
は
方

立
に
扉
ご
い
ふ
の
は
、
こ
の
角
柱
が
幣
軸
の
代
用
ご
し
て

み
る
（
第
二
〇
三
圖
の
幣
靴
た
角
柱
に
す
る
定
こ
れ
に
な
る
）
こ
も
、
又
は
こ
の
角
柱
に
幣

軸
を
つ
け
る
の
を
（
第
一
九
七
爾
不
動
堂
の
夫
れ
叉
に
第
一
九
入
・
｝
九
九
囲
圓
敏
寺
十
妙
院
の
織
れ
等
塗
照
）
省

略
し
た
ご
も
、
ご
ち
ら
に
で
も
こ
れ
る
。
前
の
様
に
考
へ

る
ご
、
こ
の
角
柱
も
幣
軸
ご
同
じ
に
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
ら

う
が
、
さ
う
す
る
ビ
角
柱
ビ
の
広
崎
が
つ
か
な
く
な
る
、

だ
か
ら
・
今
は
こ
れ
を
敵
前
軸
ご
は
考
へ
す
に
、
や
は
り
角
柱

の
う
ち
に
入
れ
て
お
く
こ
ε
に
し
て
お
く
。

　
次
に
三
軸
は
各
時
代
に
よ
っ
て
、
ざ
の
機
な
墾
蓬
を
も

　
　
　
　
　
　
　
第
二
義
　
　
　
五
一
　
（
二
三
一
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
口
H
塞
古
撒
隔
築
薪
翼
の
牽
継
（
骨
山
ハ
）

つ
て
み
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
先
づ

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
飛
鳥
時
代

の
も
の
で
は
、
法
隆
寺
の
ほ
か
な
い
様
で
あ
る
。
當
代
の

は
中
門
・
金
堂
・
塔
婆
何
れ
に
も
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
形
は

出
入
口
爾
側
の
柱
に
添
ひ
、
見
付
せ
ま
く
見
込
の
大
き
な

漸
面
長
方
形
の
木
が
あ
り
、
上
の
方
は
薄
い
木
で
限
ら
れ

て
み
る
。
こ
の
場
合
こ
の
・
竪
の
木
が
画
論
で
あ
る
。
さ
う

し
て
・
れ
は
柱
に
つ
い
て
み
る
時
（
中
門
・
塔
の
場
合
）
ξ
，
少
し
離

れ
て
み
る
黄
齢
）
墓
・
（
第
二
〇
〇
。
第
二
〇
一
附
）
。
法
隆
寺
の
例
に
於

い
て
は
、
中
門
の
が
吋
百
官
が
省
く
、
金
堂
ご
塔
婆
の
は

蘇
れ
程
で
な
い
。
さ
う
し
て
塔
婆
ご
中
門
の
ご
は
柱
に
つ

い
て
み
る
が
、
金
堂
の
は
少
し
離
れ
て
み
る
。

　
當
代
に
は
面
取
の
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
は
、
遺
物

が
な
い
今
日
判
蜥
の
し
ゃ
う
が
な
い
が
、
多
分
何
れ
も
四

角
な
も
の
で
あ
っ
π
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
ロ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
奈
良
時
代

の
も
の
で
は
、
第
一
海
流
王
寺
五
重
小
塔
の
初
重
四
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
號
、
　
　
五
二
　
（
二
三
ご
）

串
入
口
に
何
れ
も
原
始
朗
片
…
繰
出
　
式
が
つ
い
て
み
る
、
だ

か
ら
こ
の
時
代
か
ら
唐
戸
葱
式
の
が
用
ひ
ら
れ
た
ご
見
て

よ
か
ら
う
G
何
分
前
期
の
は
、
こ
れ
き
り
實
例
が
痩
っ
て

ゐ
ぬ
の
で
、
　
一
般
に
廣
く
こ
の
式
の
が
用
ひ
ら
れ
た
か
、

或
は
か
、
る
工
急
談
の
場
合
に
の
み
限
っ
て
み
た
か
、
其

邊
ま
π
鋼
諭
せ
ぬ
。

　
例
へ
毛
編
品
丈
け
に
せ
よ
、
こ
ん
な
に
嚢
達
し
た
の
が

あ
っ
た
と
同
時
に
、
一
．
方
に
は
飛
鳥
直
系
の
四
角
な
も
の

が
法
隆
寺
傳
法
堂
に
於
い
て
見
出
さ
れ
る
（
第
二
百
〇
二
圖
）
の
み
な

ら
す
、
東
大
寺
三
月
堂
に
も
あ
る
。
こ
の
檬
な
の
は
三
代

で
終
り
か
ε
思
ふ
ご
、
な
か
な
か
さ
う
で
な
く
、
鎌
倉
時

代
に
な
、
つ
て
も
ま
だ
あ
る
。

　
此
の
四
角
な
も
の
～
一
方
、
扉
に
近
い
方
の
角
を
制
り

落
す
ビ
、
そ
こ
に
面
が
で
き
る
が
、
夫
れ
は
最
も
簡
軍
な

切
面
で
あ
る
。
こ
の
切
面
を
少
し
大
き
く
思
ひ
切
っ
て
ご

つ
た
妥
る
ご
、
榮
山
寺
入
角
圓
堂
の
幣
軸
（
第
百
二
十
｝
國
㊨
）
に

な
る
。
こ
れ
は
正
に
奈
良
時
代
後
期
の
も
の
で
あ
る
が
、



其
の
登
達
の
順
序
か
ら
い
ふ
ご
、
其
幼
稚
な
こ
ご
は
矯
鳥

式
に
亜
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
例
は
こ
れ
以
外
に
遺
物

が
な
い
か
ら
、
當
時
に
於
い
て
も
澤
山
に
あ
っ
π
か
ご
う

か
鋼
ら
な
い
。
爾
ほ
榮
山
寺
の
場
合
に
は
、
柱
に
洛
ふ
て

竪
に
あ
る
丈
け
で
、
上
に
は
な
く
長
押
に
ち
か
に
孔
を
あ

け
て
あ
る
か
ら
、
労
前
代
の
直
系
ご
見
ら
れ
る
。

　
唐
招
提
寺
金
堂
の
は
、
少
し
圖
は
小
さ
い
が
第
百
二
十

圖
に
あ
る
Q
外
側
の
は
後
世
の
最
も
普
遍
の
型
ご
隔
り
が

な
い
が
、
内
側
の
方
は
出
た
こ
こ
ろ
が
柱
附
の
方
に
丈
け

で
、
方
立
の
方
は
で
、
み
な
い
。
然
る
に
新
藥
師
寺
本
堂
に

な
る
ビ
、
幣
軸
は
割
合
に
薄
く
、
且
つ
内
外
側
共
方
立
附

の
方
は
で
唐
ら
黒
甦
鯉
騨
咽
）

　
唐
招
提
寺
金
堂
は
鎌
倉
時
代
に
手
が
入
っ
て
み
る
の
だ
・

か
ら
、
外
側
の
趣
け
は
其
時
分
に
か
へ
た
の
か
も
知
れ
な

い
、
こ
も
考
へ
ら
れ
る
だ
ら
う
し
、
後
者
は
明
治
三
十
何

年
か
の
、
古
趾
寺
保
存
法
に
縁
る
最
初
の
修
理
の
ご
き
全

部
ご
り
か
へ
た
こ
見
え
て
材
料
は
皆
新
し
く
な
っ
て
み
る

　
　
　
徽
罪
十
三
谷
　
　
・
　
研
究
の
栞
　
　
　
口
瞬
本
．
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
山
ハ
）

か
ら
、
悪
銀
…
が
残
っ
て
み
な
い
っ
從
て
前
例
に
倣
っ
た
ご

も
、
叉
は
想
像
で
古
式
を
稽
え
て
こ
ん
な
の
を
七
つ
だ
こ

も
、
ざ
ち
ら
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

　
四
角
か
ら
切
面
に
な
っ
た
こ
い
ふ
、
尤
も
ら
し
い
登
達

の
順
序
等
を
考
慮
し
だ
上
に
、
上
記
の
事
業
を
都
合
よ
く

解
繹
す
る
ご
、
臥
龍
王
寺
五
重
小
塔
の
が
既
に
さ
う
で
あ

っ
だ
の
を
み
て
も
、
無
代
の
は
多
く
片
方
に
響
け
出
た
こ

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
、
ご
し
て
も
大
し
て
不
都
合
は
な
い

や
う
で
あ
る
Q
こ
の
片
繰
出
式
の
は
其
ま
、
次
の
時
代
迄

傳
つ
た
、
ご
い
ふ
の
は
醍
醐
寺
五
重
塔
の
重
れ
に
用
ひ
て

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
か
う
ば
か
り
考
へ
る
の
は
随
分
無
理
が

あ
ら
う
、
だ
か
ら
當
代
に
な
っ
て
は
、
飛
鳥
直
系
の
も
あ

る
が
、
建
築
術
の
登
達
に
連
れ
、
幣
軸
も
相
嘗
に
進
歩
し

て
片
開
階
又
は
爾
繰
出
つ
き
の
が
で
き
だ
し
、
永
く
範
を

後
世
に
垂
れ
て
現
代
に
及
び
、
通
り
越
し
て
四
聖
永
劫
こ

　
　
　
ヤ
へ

の
形
で
つ
幾
く
も
の
ご
し
て
お
く
方
が
稔
當
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
三
　
（
二
三
三
）
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騨灘… 鶴礁

第
十
三
巻

研
究
の
栞

日
本
古
撞
欄
築
研
究
の
立
米
（
昔
山
ハ
）

第
一
號

五
八
　
（
二
三
入
）



齢
弟
十
ご
一
巻
　
　
　
研
究
の
＃
恭
　
　
　
口
口
山
A
」
古
出
建
築
研
究
の
ノ
丑
か
ハ
背
山
ハ
）

第
二
號
．

五
九
　
（
二
三
．
九
）
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＋
三
巷

研
究
の
栞

納
本
古
建
藁
企
研
疵
の
湘
茉
（
廿
六
）

第
二
当

職
〇
　
（
」
一
一
四
．
0
）



第
†
三
巻
　
　
碍
究
⑳
栞
　
　
日
本
古
達
築
砺
究
“
の
栞
（
サ
山
合
～

第
二
號

六
喰
　
外
二
皿
一
）
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轍
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十
三

・
研
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の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
六
）

第
二
號

　
　
　
ポ

六
二

（
二
四
二
）



第
十
三

研
究
の
栞

日
本
申
皇
建
、
築
研
究
の
栞
（
廿
六
）

第
二
號

山
登

（
二
四
三
）



第
十
三
巻

研
究
の
栞

日
本
士
隔
仙
建
築
研
究
の
栞
（
什
山
ハ
）

第
二
號

六
四

（
二
四
四
）



第
十
三

研
究
の
栞

日
本
士
回
紬
建
築
研
究
の
栞
（
十
エ
ハ
）

第
二
號

六
五
　
（
二
四
五
）
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第
十
三

研
究
の
栞

口
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
十
エ
ハ
）

第
二
號

六
六

（
二
四
六
）



　
ひ
　
ヘ
　
へ
　
し

　
李
安
時
代

の
は
前
期
に
遺
物
な
し
。
後
期
に
な
る
ご
先
づ
醍
醐
寺
五

重
塔
の
例
を
ビ
ら
ね
ば
な
ら
濾
。
第
｝
九
六
及
第
二
〇
四

圖
は
、
内
外
部
の
夫
れ
を
示
し
π
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
も
三
方
を
廻
ら
な
い
で
、
柱
に
洛
ふ
て
竪
に
あ
る
丈

け
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
圓
で
明
ら
か
に
剣
る
通
う
、
毘
た

ビ
こ
ろ
は
一
方
に
丈
け
で
、
古
い
形
を
も
つ
て
み
る
。
其

形
は
李
面
の
詳
細
圖
に
就
て
充
分
に
観
察
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　
籾
て
こ
、
に
一
つ
考
へ
ね
ば
な
ら
澱
も
の
が
あ
る
。
夫

れ
は
一
乗
寺
三
重
塔
初
重
内
側
の
幣
軸
で
あ
る
。

　
扁
乗
寺
は
兵
庫
縣
加
西
郡
下
里
村
大
字
坂
本
に
あ
b
、

姫
路
騨
か
ら
自
動
車
で
堂
々
ご
の
り
込
む
か
、
倹
約
し
て

バ
ス
で
行
っ
て
三
十
悪
落
歩
く
か
、
η
〈
は
播
但
線
法
華
口

…
騨
か
ら
約
一
里
徒
歩
せ
ね
ば
行
け
諏
。
此
の
寺
の
三
重
塔

は
特
建
の
目
録
に
よ
る
ご
永
藤
五
年
に
な
っ
て
み
る
が
、

大
分
問
題
で
あ
る
。
允
も
寺
傳
に
よ
る
ご
、
孝
徳
天
皇
の
御

　
　
　
第
⊥
T
三
谷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
藍
本
古
晒
建
築
研
究
の
栞
（
骨
山
ハ
）

願
、
法
滋
仙
人
の
建
立
ご
な
っ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
論
ず
る

に
は
及
ば
な
い
。
永
巌
五
年
こ
い
ふ
の
は
、
恥
し
は
寺
傳

に
あ
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
今
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
此
塔
の
細
部
は
、
例
へ
ば
細
辛
の
如
き
も
，
室
町
時
代

の
復
古
建
築
た
る
興
瀟
寺
五
重
塔
・
同
署
東
金
堂
・
喜
光
寺

金
堂
等
の
翻
れ
等
に
比
べ
て
も
随
分
せ
い
が
高
い
。
ま
た

其
初
重
二
重
の
四
方
科
山
間
に
あ
る
墓
股
も
、
醍
醐
寺
藥

師
堂
や
宇
治
上
聯
胤
本
殿
、
降
っ
て
は
常
磁
寺
本
堂
向
拝

（滋

ﾎ
部
町
）
の
夫
れ
の
聖
、
二
つ
の
木
片
を
中
心
で
合

せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
科
や
墓
股
の
全
部
が
古
い

ご
は
思
へ
澱
、
大
部
分
は
た
し
か
に
後
に
ま
ね
し
て
造
っ

た
ら
し
い
一
こ
れ
等
は
面
癖
こ
し
て
も
悪
く
は
な
い
や

う
で
あ
る
一
が
、
中
に
は
も
つ
ご
く
古
い
も
の
ご
思

は
れ
る
の
も
あ
る
。
科
繰
や
墓
股
は
永
簸
の
も
の
、
郎
ち

全
部
こ
の
時
造
っ
た
ご
し
て
は
、
除
り
に
古
調
を
帯
び
す

・
ぎ
て
み
る
。
初
重
内
部
佛
壇
周
年
の
勾
欄
も
亦
、
室
町
に

し
て
は
よ
す
ぎ
る
。
同
内
部
の
幣
軸
は
到
底
室
町
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
点
ハ
七
　

（
二
四
七
）



　
　
　
第
十
一
二
巻
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
日
宏
丁
古
曲
建
蜘
鷲
鱗
究
の
胤
米
（
鷲
山
ハ
）

で
は
あ
る
ま
い
Q

　
斗
ε
垂
木
こ
の
關
係
は
全
く
六
事
掛
に
な
っ
て
み
る
。

其
他
い
ろ
く
新
し
い
こ
こ
ろ
も
あ
る
○
相
輪
亦
古
く
な

い
。
だ
か
ら
卒
安
時
代
の
塔
婆
が
ひ
ざ
く
壊
れ
た
の
で
、

室
町
か
い
っ
か
後
に
再
建
の
と
き
、
僅
か
慶
つ
た
古
い
も

の
に
倣
っ
て
不
足
分
を
つ
く
り
、
今
の
を
建
立
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
、
ご
い
ふ
や
う
な
こ
ご
を
誰
で
も
一
遽
り

考
へ
て
見
る
で
あ
ら
う
。

　
前
置
が
大
津
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
文
は
こ
の

あ
ご
へ
少
し
つ
く
断
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
初
重
内
部
の
二

軸
で
あ
る
。
第
二
〇
五
圖
は
、
北
側
出
入
口
の
夫
れ
を
み

た
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
出
た
ご
こ
ろ
が
片
方
丈
け
だ
ε
い

ふ
こ
ご
、
、
後
世
の
の
様
に
漸
面
が
一
象
限
に
近
く
は
な

く
て
、
奥
行
の
方
が
長
手
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
、
、
材
料
も

古
い
ビ
い
ふ
こ
ご
を
少
し
考
へ
に
入
れ
て
、
科
や
墓
股
等

の
古
い
方
の
も
の
こ
同
時
代
、
帥
ち
卒
安
時
代
の
も
の
を

こ
、
に
算
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
う
少
し
遠
慮
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せ
す
に
か
く
ご
、
癒
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
し
て
お
か

う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
取
縄
は
各
出
入
ロ
の
外
部
に
も
あ
る
が
、
夫
れ
等
は
風

雨
に
曝
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
大
分
し
ゃ
れ
て
み
る
し
、
毘

た
こ
こ
ろ
も
爾
方
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
永
蔵
の
時

に
つ
け
π
の
で
あ
る
、
ご
い
っ
て
も
い
へ
な
い
こ
ε
は
な

か
ら
う
。
私
は
今
内
部
の
も
の
に
就
て
の
み
い
ふ
の
で
あ

る
。
室
町
時
代
の
ご
こ
ろ
へ
書
か
う
ご
思
っ
た
が
、
　
一
寸

思
ひ
切
っ
て
こ
、
に
か
い
た
の
で
あ
る
。

　
爾
方
に
出
た
こ
こ
ろ
の
あ
る
例
こ
し
て
は
、
自
製
阿
彌

陀
堂
及
び
中
奪
寺
金
色
堂
の
を
あ
く
べ
き
で
あ
る
。
後
者

は
笙
七
五
興
言
肇
に
あ
る
様
に
、
並
・
通
の
繰
方
を

も
つ
た
の
が
、
左
右
ご
上
ご
三
方
を
廻
り
、
既
に
記
し
π

襟
に
上
の
方
か
ら
原
始
的
藁
座
が
で
、
み
る
の
は
珍
ら
し

い
。
こ
の
幣
軸
は
形
も
い
、
か
ら
、
笥
子
の
こ
の
種
の
代

表
的
の
も
の
ご
し
て
よ
か
ら
う
○
た
い
柱
を
鋏
ん
で
籐
b

接
近
し
て
み
る
た
め
、
溝
の
機
な
も
の
が
其
問
に
で
き
て



み
る
か
ら
、
知
ら
八
人
は
何
の
た
め
の
溝
か
ご
不
思
議
に

思
ふ
か
も
し
れ
な
い
。
次
の

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
鎌
倉
時
代

に
な
っ
て
も
、
前
述
の
攣
り
飛
鳥
式
の
が
あ
る
こ
ご
第
二

〇
誓
言
に
示
し
た
様
で
あ
る
。
圖
に
於
い
て
一
尺
の
曲
尺

（上

ﾄ
ゐ
う
が
）
が
だ
ξ
あ
る
左
の
木
が
暴
れ
で
め
る
。
其

右
が
方
立
、
乱
れ
か
ら
扉
、
左
は
面
な
し
の
角
柱
の
次
が

小
脇
朋
目
、
　
一
番
手
前
の
太
い
の
が
圓
柱
、
橡
の
一
部
、

切
目
長
押
、
二
重
長
押
（
絆
長
）
等
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
寓

言
に
で
、
み
る
。

　
海
住
山
寺
五
重
塔
（
第
一
ニ
二
幅
）
、
法
隆
寺
聖
霊
院
（
諦
選
一
）
等

の
は
既
に
扉
の
こ
ご
を
か
い
た
こ
き
、
序
に
圖
示
し
て
お

い
π
。
第
｝
九
七
圖
は
高
野
山
不
動
堂
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
圖
で
明
ら
か
な
蓮
り
、
内
側
ご
外
側
ご
で
其
大
さ
が
異

っ
て
み
る
。
か
う
や
っ
て
圖
に
し
て
み
る
ご
、
異
っ
て
み

る
の
は
大
し
て
禮
裁
が
よ
く
な
い
が
、
こ
れ
位
の
差
は
た

や
で
は
中
々
剣
ら
な
い
、
圖
に
し
で
み
て
初
め
て
判
る
位

第
十
三
巻
　
　
　
瀞
瞬
究
の
栞
　
　
　
日
門
本
・
育
一
建
軌
染
研
究
の
栞
（
廿
六
）

な
ら
、
何
も
苦
心
し
て
全
く
同
じ
に
つ
ぐ
る
必
要
も
な
い

の
で
あ
る
。
但
し
不
動
堂
の
は
幣
軸
の
横
に
面
取
の
角
柱

が
あ
る
。
さ
う
し
て
本
柱
（
翫
驕
鐘
ご
、
・
の
幣
軸

に
並
ん
だ
角
柱
ご
は
可
な
り
隔
っ
て
み
る
か
ら
、
こ
の
場

合
こ
の
角
柱
が
な
い
ご
少
し
淋
し
い
氣
が
す
る
で
あ
ら
う

然
る
に
第
二
〇
七
圖
で
は
、
本
柱
（
翫
紳
商
》
こ
の

面
取
角
柱
こ
の
間
に
、
極
く
幅
の
狡
い
あ
っ
て
も
な
く
て

も
い
、
様
な
朋
目
が
あ
る
。
ま
さ
か
小
脇
朋
目
を
な
く
す
．

こ
ε
も
墾
で
あ
ら
う
か
ら
、
一
暦
の
事
角
柱
を
や
め
に
し

た
ら
ば
ε
思
は
れ
る
が
、
さ
う
し
な
い
で
あ
る
か
ら
、
大

分
に
せ
、
こ
ま
し
い
機
に
見
え
る
Q
こ
の
場
合
幣
軸
ご
柱

ご
は
一
木
か
ら
刻
み
出
し
て
あ
る
か
ら
、
柱
は
い
か
さ
ま

物
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
の
は
此
の
時
代
以
降
あ
る
。
幣
軸

の
上
の
木
を
雨
方
へ
の
ば
し
、
長
押
の
下
に
洛
ひ
て
圓
柱

を
抱
か
せ
て
あ
る
の
は
、
三
幅
寺
北
三
三
の
回
れ
（
第
二
〇
入
圖
）

ご
同
じ
考
へ
で
、
だ
“
後
者
は
上
が
幣
軸
に
な
ら
す
に
、

添
長
押
に
し
て
あ
り
、
さ
う
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
角

柱
に
は
面
が
ご
つ
て
な
い
響
け
の
差
で
あ
る
Q

第
二
止

山ハ

縺
@
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九
）


